
平成 31年第 2回教育委員会議事録 

項   目 内 容 記 録 

１．期  日 平成 31年 2月 7日（木）9:30開会 

２．場  所 日野町役場 第 1会議室 

３．開会（閉会） 9:30～10:50 

４．出席委員等氏名 頭本元文、生田一女、景山美由紀、飯田頼昭、生田 進 

５．教育長あいさつ ・インフルエンザの流行 

 保育所、学校にも少しずつ流行っているが、集団感染はして 

 いない 

・選挙があるため議会の日程が早まっているが、当初予算査定 

 がやっと終了した 

・中学校は推薦入試により 5名決定、県立高校推薦 3名受験 

・全中スキー、国体スキーに 1名中学生出場 

・校区審議委員の義務教育学校の視察実施 

・人事異動に伴う臨時教育委員会予定 

 退職があるため必ず異動あり 

 役場も定年退職等があるため異動がある予定 

６．教育長事務報告 

      課 長 

      教育長 

 

 

 

 

 

課 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・（1）行事等について 別紙① 教育長から説明お願いします。 

・2/7 教育委員会 

 2/17 西部地区社会教育研究大会 日野町文化センター 

 3/11 日野中卒業式 

 3/13 臨時教育委員会 

 3/15 小学校卒業式 

 3/22 臨時教育委員会、教職員離任式  

・（2）一般報告  

 1）校区審議会義務教育学校視察について 資料 1 

 1/17 鳥取市湖南学園 視察 

 事前の質問項目に対して、資料のとおり回答書を作成された 

 義務教育学校を視察して、委員もイメージがつかめたと思う 

 湖南学園 H30～ 施設一体型の義務教育学校 

 小中一貫校との違い 

  義務教育学校は校長 1人、一つの教職員組織 

  小中一貫校は、それぞれの学校に校長、教職員組織がある 

 湖南学園に異動した先生は、小中一貫教育をするものだと意識 

 している 

 デメリットはないが、しいて言えば上学校への進級意識が薄い 

 かもしれない、よって 4年から 5年、7年から 8年へ進級する時 

 の意識づけをしっかりとしている 



 

生 田 

教育長 

生 田 

 

課 長 

 

 

 

 

 

教育長 

 

頭 本 

教育長 

 

課 長 

 

 

 

 

 

景 山 

課 長 

 

教育長 

 2/14 第 2回校区審議会 開催 

・視察後の委員の反応はどうだったか 

・勉強になった 興味をもたれた印象 

・教育委員として視察した時に、小中一貫校のイメージがとて 

 も良かった 

・1階が 1～4年生教室、3階は 5～7年生、2階は 8～9年生 

 1階と違って、2、3階はかなり静かで委員が驚かれていた 

 特別支援学級は 2階 

・小学校の先生が部活をもったり、中学校の先生が小学校で教え 

たりすることへの抵抗はどうか聞いたが、それよりも小学校の 

先生の空き時間が増えることがプラスとなっている 

・教員の一体感が生まれる 

・中等以上が教科で別れている 

・技能系の教科はメリットがある 

・児童数も 120人程度で日野町と似ている 

・10年間程度小中一貫校として取り組んだ実績がある 

・小規模校転入制度があり、校区外からの転入が可 

 H23 7名 → H30 28名 H31 30名 転入予定 

 取組が評価された成果 

 日野町では、制度としては難しい 

 特徴ある学校教育を進めるためには、今までにない学校を作る 

 ことも必要 

・部活動の状況はどうか 

・大会に参加できるのは 7年生以上、下学年と一緒に活動すること 

 も可能 

・江府町が分離型義務教育学校に向け協議中 

７．議事  課 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・議案第 6号 

 日野町立小・中学校管理規則の一部を改正する規則について 

 校務支援システム導入による「出席簿」様式改正 県下同一 

 H30.4.1適用 

・議案第 6号 承認 

・議案第 7号 

 日野町立日野中学校に係る運動部活動の方針について 

 教員の負担解消と生徒の健康管理の面を考慮した部活動の見直 

 しをするもの 

 国、鳥取県が示された方針に沿って、日野町の方針を今年度内 

に策定する 

1 基本方針 

 スポーツ庁策定の「ガイドライン」に則り、部活動が最適に 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

      教育長 

 

      課 長 

 

 実施されることを目指す 

2 適切な運営のための体制整備 

 （1）運動部活動の方針の策定等 

  顧問は年間及び毎月の活動計画・実績を作成 

 （2）指導・運営に係る体制の構築 

  適正な数の運動部の設置 

  部活動指導員の設置 

3 合理的でかつ効率的・効果的な活動の推進のための取組 

4 適切な休養日等の設定 

 学期中は週当たり 2日以上の休養日を設ける 

 1日の活動時間 平時 2時間、休日 3時間程度 

 駅伝練習時は増えるが、生徒の健康管理に配慮して運用 

県下統一した方針に従う 

練習時間を増やしてほしいという保護者からの要望があるこ 

とが懸念されるが、町教育委員会が示した方針に学校として従 

っているということを強調し、生徒の健康管理を考慮している 

  ものであると理解を求める 

5 生徒のニーズを踏まえたスポーツ環境の整備 

 （1）生徒のニーズを踏まえた運動部の設置及び部への加入 

 （2）地域との連携等 

6 学校単位で参加する大会等の見直し 

 中体連と教育委員会は、生徒や顧問の負担にならないよう大会 

 参加を検討する 

文化部活動方針も 3月末までに策定するよう指示がある 

先生方の意識改革も必要 

現在、吹奏楽部 1名 来年度新規加入予定あり 

・高校からは反対もあったが、限られた練習時間での成果があがっ 

ていることもあるため認められた 

・他市町村と足並みを揃えることが必要 

・議案第 7号 承認 

８．協議  課 長 ・なし 

９．その他 課 長 

 

 

 

 

 

 

 

・1）平成 31年度教育予算の概要について 資料 2 

 H31実施予定 主な事業 

  小学校職員用・PC教室用パソコン更新 サポート終了による 

  黒坂小図書館空調修繕工事 冷房機の故障による 

  公民館空調設備改修工事 老朽化による 

  給食センター回転釜更新工事 2機のうち未更新 1機を実施 

  SSW活用事業 週 2回→5回 1人→2人 

  CS推進体制構築事業 継続 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      頭 本 

 

  英語教室開催事業 継続 

  英語指導助手委託事業 継続 

  ICT支援員業務委託事業 新規 各校月 2回 

  根雨・黒坂小少人数学級対策事業 複式解消 

  日野中学習支援員配置事業 継続 

  日野高魅力向上推進事業 企画政策課から移管 

  高等学校等通学支援事業 継続審議 H31なし 

  文化財管理委託事業 新規 個人所有の国指定文化財管理委 

託料 

  給食費補助事業 新規 米飯代のみ補助 

  社会福祉費 隣保館事業 継続 

  児童福祉費 保育所運営、病児・病後児保育 継続 

   子育て支援室 週 3日→月 20日 嘱託・臨時保育士各 1名 

   勤務日数により運用については検討 

  教育総務費  

   保小中一貫教育 SSW 2名 週 5日 

    保小中一貫教育推進研修講師招聘事業 100千円 

    ICT支援員業務委託事業 新規 3,297千円 

    学校司書、英語教室、入学祝、タブレットリース、特別 

    支援学校児童生徒通学支援 継続 

   小学校 支援員 1名、少人数学級協力金、パソコン更新 

   黒坂小 図書館空調修繕工事 

   日野中 支援員 1名、学習支援員 1名 

  社会教育費 

   成人式、放課後子ども教室 継続 

   学校支援地域本部事業 推進員 1名 予算増 

  町史編さん H31発刊予定 

  日野高校魅力向上事業 コーディネーター2名 

  高等学校通学支援事業 なし 

  公民館 空調設備改修工事 23,220千円 

  文化財保護 文化財管理委託 国指定のみ 予算減 

  文化センター・図書館 自家発電機始動用バッテリー取替 

   ホワイエテレビモニター購入 

  保健体育費 

   学校給食 回転釜更新工事、給食費米飯代補助 

   体育総務 ソフトテニス講習会 9月補正検討 

  同和教育費 集会所、人権教育推進員 1名 継続 

・企画政策課から日野高校魅力向上推進事業が移管となっている 

が、仕事量が増えるのではないか。 
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      教育長 

 

      景 山 
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      飯 田 

           

・事務局として直接事業を行うことはないが、コーディネーター 

 の予算管理が移管 

・事業自体は H30年度から教育委員会事務局で行っていたが、人 

件費などの予算を H31年度に移管 

・教育委員会事務局の職員が減っていることを教育長として考え 

てほしい 

・役場全体として職員が確保されていない状況 

 現在も募集している 

・春休みに子ども教室を実施してほしい要望がある 

・前向きに検討したい 

・放課後子ども教室は国の事業であるため、年度末まで事業を実 

 施することは非常に厳しい 

 CS事業についても、2月末までに報告するよう国から指示があ 

 る 

 学校施設を使用しているため、春休みは異動があり大変なので 

 要望はあることは把握しているが、実施が困難 

予算計上については問題ない 

・他町で実施しているところもあるので、検討してみたい 

・2）第 10回鳥取県西部地区町村社会教育研究大会について 

 資料 3 2/17 頭本委員 欠席 

・3）その他 教育行政連絡会議報告 資料 4 

 西部町村教育委員会連絡協議会合同研修会 精算報告 

・コミュニティ・スクール 子ども向けリーフレット 学校配布 

・次回教育委員会定例会について 

 平成 31年 2月 27日(水) 午前 9時 30分 第 3会議室 

・臨時会の予定 

 3/13   

 3/22 教職員離任式 16時頃 

・いじめ事案報告 

・3/11、13 行事欠席 

（10:50委員会終了） 

平成 31年 2月 7日 

日野町教育委員会 


